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米国環境保護庁 (以下、EPA) は 2013 年 12 月 19 日より、船舶からの汚染物質の排出規制である

2013 Vessel General Permit (以下、2013VGP) を施行しています。 
2013VGPによるバラスト水処理装置の搭載スケジュールはUSCG規則と同様であること (テクニカル

インフォメーション No.TEC-0968 参照)、また、USCG がバラスト水処理装置搭載の適用延期の申請

方法について公表したこと (テクニカルインフォメーション No.TEC-0971 参照) は、既にお知らせし

たとおりです。 
 
今般、USCG によるバラスト水処理装置の処理水に関する規制及びバラスト水処理装置搭載の適用

延期が認められた場合の EPA の対応方針について、添付のように USCG および EPA による共同レ

ターが発行されましたのでお知らせいたします。本レターの主な内容は以下のとおりです。 
 
･ USCG によるバラスト水処理装置搭載の延期は EPA でも認められ、USCG による搭載の延長承

認レターに記載の条件 (200 マイル以遠でのバラスト水交換、バラスト水管理計画書や記録及

び報告の要件等に従う等) を EPA は考慮する。 
 
また、2013VGPにおける適用船舶について調査の結果、以下が明確になりましたので併せてご報告

いたします。 
 
･ 沿岸より 3 マイル以内にてバラストウォーター、ビルジ、グレイウォーター等の排出を行う船舶に

ついて 2013VGP は適用となる (すなわち、沿岸より 3 マイル以遠にて排出を行う船舶について

関連するモニタリングは要求されない)。 

（次頁に続く） 
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なお、本件に関してご不明な点は、以下の部署にお問い合わせください。 
 
一般財団法人 日本海事協会 （ClassNK） 
本部 管理センター別館 機関部 
住所: 東京都千代田区紀尾井町 3-3（郵便番号 102-0094） 
Tel.: 03-5226-2022 / 2023 
Fax: 03-5226-2024 
E-mail: mcd@classnk.or.jp 

添付： 

1. Enforcement Response Policy for EPA's 2013 Vessel General Permit: Ballast Water Discharges 
and U.S. Coast Guard Extensions under 33 C.F.R. Part 151 
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